

























































































































































	1.　はじめに
	2.　従来の測定結果
	2.1　各種住宅の気密性能の測定例
	2.2　換気回数について

	3.　測定方法
	3.1　隙間相当開ロ面積
	3.2　換気回数
	3.3　経時変化の検討
	3.4　測定対象
	(1)　ログハウス5
	(2)　ログハウス2
	(3)　ログハウス6
	(4)　ログハウス7
	(5)　ログハウス8


	4.　測定結果及び考察
	4.1　部屋の容量と有効開口面積
	4.2　開口形による有効開口面積の差
	4.3　測定結果の各論
	(1)　ログハウス5
	(2)　ログハウス2
	(3)　ログハウス6､7
	(4)　ログハウス8

	4.4　ログハウスの有効開口面積の指針値
	4.5　有効開口面積の経時変化について
	4.6　モデル壁体の経時変化
	(1)　壁体の収縮沈下
	(2)　校木間の隙間の経時変化


	5.　おわりに
	引用文献

